


①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

取り組み概要

位置図

福井河川国道事務所 担当部署：流域治水課 連絡先：０７７６－３５－２６６１

凡例

河道掘削箇所(実施予定)
河道掘削箇所(実施済み)

内容
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【洪水氾濫の防止】
対策内容：堤防拡築、堤防強化
対策場所：一級河川九頭竜川、日野川

坂井市木部新保町、福井市天池町、
福井市大瀬町、福井市角折町

九頭竜川、日野川は一級河川九頭竜川の本川及び
支川で、直轄管理区間は福井市街地をはじめとした
２市１町を流れる河川である。
既往最大規模の洪水を安全に流下させるため、河

川断面の拡幅や堤防強化などの改修工事を進めるこ
とで、治水安全度の向上を図り、住民が安心して暮
らせる川づくりを目指している。

堤防強化のイメージ

被覆材料（遮水シート等）

ドレーン工

強化後の浸潤面

強化前の浸潤面

堤防拡築のイメージ

拡築前の堤防

拡築後の堤防

凡 例

堤防拡築箇所
堤防強化箇所
実施済み
R7年度実施
未施工

一連区間完了

➊ 山岸地区 ➐ 熊堂地区

➋ 下野地区 ➑ 渡新田地区

➌ 安沢地区 ➒ 上久米田地区

➍ 江上地区 ➓ 上伏地区

➎ 中藤新保地区 ⓫ 恐神地区

➏ 上野本町地区

堤防強化　整備箇所

一連区間完了

① 神明地区 ⑭ 天池地区

② 新保地区 ⑮ 中藤新保地区

③ 川崎地区 ⑯ 上野本町地区

④ 山岸地区 ⑰ 熊堂地区

⑤ 池見地区 ⑱ 北野下地区

⑥ 折戸地区 ⑲ 大瀬地区

⑦ 定広地区 ⑳ 恐神地区

⑧ 安沢地区 ㉑ 西下野地区

⑨ 江上地区 ㉒ 久喜津地区

⑩ 高屋地区 ㉓ 江端地区

⑪ 岸水地区 ㉔ 安田地区

⑫ 郡町地区 ㉕ 片粕地区

⑬ 灯明寺地区 ㉖ 朝宮地区

堤防拡築　整備箇所

九頭竜川
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③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 九頭竜川・北川

【 避難の確保（平時） 】
対策内容 ：ふくい県域タイムラインによる防災力向上
対策場所 ：福井県全域

福井河川国道事務所 担当部署：流域治水課 連絡先：０７７６－３５－２６６１

内容

取り組み概要
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 洪水氾濫の防止 】
対策内容 ： ダム建設
対策場所 ： 池田町小畑地先

内容

取り組み概要

ダム本体
（R7.11撮影）

付替県道 4号橋
（R7.11撮影）

水海川導水トンネル

（R7.11撮影）

水海川分水施設
（R7.11撮影）

・ダム堤体打設
・管理設備工・放流設備工
・分水施設
（導水トンネル・分水堰等）

・付替道路

足羽川ダム工事事務所 担当部署：調査設計課 連絡先：０７７６－２７－０６４２

位置図

ダム完成
イメージ

夜間見学会の開催 ダム本体建設工事展望台の解放

創意工夫 （参考となる情報）
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

対策後

施工箇所流域内には多くの不安定土砂が堆積しており、今後の降雨等
により流出する危険性が高いことから渓間工を施工し土砂の流出を抑
制した。

福井森林管理署 担当部署：治山G 連絡先：０５０－３１６０－６１０５

九頭竜川・北川

【 森林の浸透・保水機能の発揮 】

大雨などによる崩壊地については、下流で起きる洪水などの原因にもなることから、崩壊地や渓流などの山地災害箇所では治山工事を行
い、山脚の固定をはかり渓岸の浸食を防止するとともに、上流の渓床勾配を緩和することにより、土砂・流木の流出を抑制し山地災害の
防止に努めています。

対策内容 ： 治山対策
対策場所 ： 池田町冠山国有林 コンクリート谷止工 １基 330ｍ3

冠山国有林

対策内容 ： 治山対策
対策場所 ： 若狭町河内国有林 鋼製谷止工 ２基

河内国有林

対策前 対策後

対策前 対策後
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③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

【 防災気象情報に関する普及啓発の取組み】
〇防災教育・防災対策への知識向上を目的として、児童に対してお天気フェアを開催。
〇市町職員、要配慮者等利用施設、交通機関への勉強会の実施。

福井地方気象台 防災グループ 連絡先：０７７６－２４－００６９

令和7年8月2日 エンゼルランドにて

●6月30日_要配慮者利用施設の避難訓練（越前市の要配慮者利用施設が参加のワークショップ等）
●7月1日_坂井市職員研修会（坂井市職員向けの防災気象情報勉強会）
●8月2日_お天気フェア２０２５（主に小学生を対象にした普及啓発イベント）
●11月14日_大雪に関する勉強会（鉄道３社（福鉄、えち鉄、ハピライン）に対する大雪時に発表される防災気象情報等勉強会）

令和７年度に実施・参加した事業（一部抜粋）

令和7年7月1日 坂井市役所にて

九頭竜川・北川
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 福井県

【 洪水氾濫の防止 】
対策内容 ： 河川改修、ダム建設など

内容 令和７年度は、
２２河川の河川改修と吉野瀬川ダムの建設、
排水機場の老朽化対策、９１河川の浚渫、伐木を実施

福井県 担当部署：河川課 連絡先：０７７６－２０－０７５８

位置図

N

笙の川

井の口川

天王川

南河内川

江端川

八ヶ川（北川）

竹田川

底喰川

吉野瀬川

兵庫川

大蓮寺川

七瀬川

荒川

吉野瀬川ダム

服部川

志津川

和田川排水機場

河和田川
日野川

底喰川

令和５年９月撮影

狐川排水機場

黒津川排水機場

荒川第２排水機場

松島橋（架替中）

笙の川

令和７年６月撮影

森川

三方五湖

鹿蒜川

足羽川仮橋

松丸橋
（架け替え中）

令和７年１０月撮影

七瀬川

令和７年１１月撮影

天王川

七房橋（架替中）

吉野瀬川ダム

令和７年１２月撮影

赤根川
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 福井県

福井県立ろう学校

大野警察署

透水性舗装

一級河川馬渡川

福井県立
ろう学校

透水性舗装

一級河川九頭竜川

■：浸水実績

浸水対策として、
設備機能を上階に配置

・目的
雨水の流出を抑制するため、県有施設において

雨水貯留浸透施設の整備を実施。

・取組の経緯
令和５年 「県有施設改修時における雨水貯留

浸透施設整備について（通知）」
を県関係部局に通知

令和６年～ 知事部局、教育部局、警察部局の工事
施工担当課および財産活用課との協議
を継続

・令和７年度の整備実績
福井県立ろう学校

透水性舗装861m2、令和7年8月完成
大野警察署（新庁舎）

透水性舗装2,875m2、令和7年9月完成
福井南警察署麻生津交番

透水性舗装278m2、令和8年3月完成予定
ふくい健康の森

余水吐塔嵩上による容量向上、令和7年12月完成

取り組み概要

【 市街地等の浸水の防止 】
対策内容 ：県有施設を活用した雨水浸透施設整備

内容

福井県 担当部署：河川課 連絡先：０７７６－２０－０７５８ 7



田んぼダム取組状況図

R７から取組開始

取組継続

R８から取組開始（予定・見込み）

【取組面積】
R3末時点 4市町 66集落 1,656ha
R4末時点 6市町 70集落 1,855ha
R5末時点 8市町 84集落 2,094ha
R6末時点 13市町 96集落 2,365ha
R7末見込 14市町 110集落 2,553ha
R8計画 17市町 120集落 2,925ha

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 福井県

【 農地等の浸水の防止 】
対策内容 ：田んぼダム

取り組み概要

・ 田んぼダムは平成２４年度から始まり、令和４年度からは、田んぼダム利活用促進事業を活用して、更なる

取組みの拡大を図っており、令和７年度末時点で１４市町、２，５５３ｈａ取組まれる見込み。

・ 令和８年度からは、更に３町で新たに田んぼダムの取組みが開始される予定。

内容

福井県 担当部署：農村振興課 連絡先：０７７６－２０－０４５２ 8



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 福井県

【 農地等の浸水の防止 】
対策内容 ：農地・農業用施設の活用検討チーム

取り組み概要

令和３年度から田んぼダムをはじめとする農地や農業用施設の機能を活かして効果的な流域治水を推進するため、

県部局横断型チーム（農林水産部／農村振興課・農林総合事務所、土木部／河川課・土木事務所、関係市町など）を

設置して調査・検討を進めている。

内容

令和４、５年度の取組み
【テーマ：開水路】

田島川流域をモデルに農業用
水路の機能を活かした流域治水
対策を検討

【具体的な検討内容】
・現地調査（浸水箇所、農地・

農業用施設、河川への放流
箇所等）

・農地・農業用水路の流域
治水機能の調査

【取組み成果】
・ゲートの遠隔操作や排水先の変更など、
・実効性のある流域治水対策案をとりまとめ

ワークショップ形式による対策案の検討（R６）

令和７年度の取組み

「農業用ため池の洪水調節機能」についてワーキングを検討中（R7～R8）

福井県 担当部署：農村振興課 連絡先：０７７６－２０－０４５２

令和５、６年度の取組み

【テーマ：パイプライン】
底喰川・馬渡川流域および

福井市街地（芝原用水区域）
をモデルに農業用水路のパイ
プライン化が流域治水に与え
る影響を検討

【具体的な検討内容】
・国営パイプライン事業実施前後

の浸水箇所の検証
・用水路の治水効果向上策を検討

【取組み成果】
・パイプライン化による流域治水効果を確認
・実効性のある流域治水対策案をとりまとめ

R7:水位計設置3箇所

R5:水位計設置2箇所
R6：ゴルフ場調整池の事前放流運用開始
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鹿江公園

福井市

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 市街地等の浸水の防止 】
対策内容：公園貯留
対策場所：福井市 木田3丁目 地先（鹿江公園）

位置図

福井市 担当部署：河川課 連絡先：０７７６－２０－５４９２

取り組み概要

木田地区は、道路冠水等の浸水被害が頻発している
エリアであり、地元から改善要望が上がっている。

雨水貯留浸透施設を整備することで、道路冠水等の
浸水被害の軽減を図る。

場 所：福井市 木田3丁目 地先（鹿江公園）

流 域：1級河川 狐川流域

貯 留 量：2,300m3 （調節池1,800m3+水路500m3）

貯留方式：掘込式

事業期間：R5～R7

③調節池整備状況

R7.9.17

一級河川 狐川流域

Ｊ
Ｒ

北
陸

本
線

鹿江公園

導水路

排水路

写真③

写真①②

内容

①浸水状況

②排水路整備状況

排水路

R6.2.28

R4.7.3

毎年浸水事例あり

湛水状況イメージ
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 二級嶺南東部

【 内水の排除 】
対策内容 ： 排水施設（下水道）
対策場所 ： 敦賀市呉羽町地係

内容

取り組み概要

位置図

・背景
敦賀市松原排水区域内において内水被害が発生して

おり、住民から対策要望を受けていた。

・内容
内水の浸水防除のため敦賀市公共下水道事業計画に

基づき雨水幹線を整備する。
計画降雨量：40.2mm/h（7年確率）
計画断面 ：2600×1600～1500×1500

・事業年度
令和2年度～令和8年度

施工状況

既存水路 過去浸水状況

施工状況

既存水路

改修水路

(□1,500×1,500)

横断面図

敦賀市 下水道課 連絡先：０７７０－２２－８１４６

ハード・ソフト対策 工程表

市役所

浸水範囲
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 二級嶺南西部

内容

位置図

対策後

小浜市 担当部署：都市デザイン課 連絡先：０７７０－６４－６０２５

【 河川への流出抑制 / 
市街地等の浸水の防止】
対策内容 ： 公園貯留
対策場所 ： 小浜市生守地区（森川流域）

当該地区において懸念される浸水害リスクの低減を
図るため、市営駐車場用地を活用し、一部の駐車場利
用を存続させたうえで雨水貯留施設を整備する。

場 所：小浜市生守地係
貯留量：約１７０m３

市営駐車場用地を活用し貯留施設を併せ持った公園
（あそび広場）整備を行う。

周囲をコンクリート壁で囲い、１箇所に集約した流末排
水口から少しずつ雨水を放流することで、流域河川であ
る森川への負荷を軽減し、洪水による浸水を抑制する。

（施工前：市営駐車場）
約1,６00㎡

二級河川森川水系

小浜市 生守地区

（完成：R7.12.1２）（完成：R7.12.1２）

平成25年台風１８号被害
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 洪水氾濫の防止 】
対策内容 ： 浚渫、護岸改修

底打ちコンクリート
対策場所 ： 一級河川赤根川支川 新堀川 大野市

内容

大野市 担当部署：くらし環境部建設整備課 連絡先：０７７９－６４－４８１２

取り組み概要

新堀川は、一級河川九頭竜川の支流である赤根川に
合流し、大野市街地を流れる河川である。

現況の河幅が狭く、令和４年度および５年度の豪雨で
は越水による床上・床下浸水が発生しており、大雨時に
は非常に高い浸水被害の恐れがある。この状況を改善
するため、以下の治水対策を進めている。
・堆積土砂の撤去
・河川縦断勾配の修正
・護岸の耐久性と安定性を高めるための改修
これらの護岸改修工事を通じて、治水安全度の向上を
図り、地域住民が安心して暮らせる川づくりを目指して
いる。（令和７年度をもって対策工事を完了）

現況河川
←

赤
根
川 浸水写真箇所

こぶし通り

大野市役所

越前大野城

越前大野駅

R4.8.4 浸水状況

護岸改修（令和6年度）
改修延長L=420m
水路工：浚渫

底打ｺﾝｸﾘｰﾄ
根固めｺﾝｸﾘｰﾄ

護岸改修（令和7年度）
改修延長L=140m
護 岸：L型擁壁
水路工：浚渫

底打ｺﾝｸﾘｰﾄ

完成写真

奥越ふれあい公園

R5年度施工

おおらか池

おおらか池 浚渫後

堰板改造

貯留量約
2,500㎥
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 内水の排除 】
対策内容 ： 排水施設・ポンプ（下水道）
対策場所 ： 勝山市昭和町２丁目 地先

内容

取り組み概要

勝山市 担当部署：上下水道課 連絡先：０７７９－８８－８１０９

昭和町２丁目地先の一部地域において、過去より内
水浸水による浸水被害が複数回発生している。近年で
は、令和4年災及び5年災時に床下浸水が生じているな
ど、大雨時には浸水被害の恐れが非常に高い状況であ
る。

原因としては排水先の河川水位が上昇することで、自
然排水ができずに内水浸水が発生している状況である
ことから、マンホールポンプ場等の整備により内水を強
制排水することで、治水安全度の向上を図り、住民が安
心して暮らせる施設整備を目指している。

位置図

雨水排水マンホール
ポンプ場の整備

【令和4年8月撮影】

【浸水地区及び整備内容】

支川

流入水路

内水浸水通常時は支川の水
位が低いため自然
排水ができる。

【内水浸水のイメージ図】

雨水排水マンホールポンプ場の整備

14



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 洪水氾濫の防止 】
対策内容 ： 河川改修
対策場所 ： 福井県鯖江市 神通川流域

内容

準用河川神通川は、平成２９年に堤防決壊氾濫をはじ
め、令和４・５年に堤防越水氾濫するなど、近年浸水水
害が頻発している。

大規模な河川改修等には相当な時間と費用を要する
ことから、まずは、流出抑制効果のある田んぼダム整備
の治水対策を行ってきた。

神通川流域における田んぼダム整備実績
Ｒ７年度末 ２２９ｈａ／２３３ｈａ

令和７年度の実施内容
①神通川の河道計画等検討

令和６年度末までの調査検討で設定した計画
規模・計画流量に基づいて、河川改修案や放水
路案など「治水方式」の比較検討を行ったうえ
で神通川流域の河道計画を策定したところです。

今後は、河道計画策定後、整備対象区間を設定
し効果的な整備に向けた事業化の準備を行う予
定です。
②田んぼダム整備

Ｒ７年度末完了予定（漆原町） １７ｈａ

対策後

取り組み概要

鯖江市 担当部署：神通川治水対策＝ 土木課 連絡先：0778-53-2245， 田んぼダム整備＝ 上下水道課 連絡先 ：0778-53-2242 15



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
【 観音川流域治水協議会 】

対策内容 ： 実施可能な対策の検討と実行
対策場所 ： 二級河川観音川流域

あわら市 担当部署：建設課 連絡先：０７７６－７３－８０３２

内容

取り組み概要

位置図と経緯

実施可能な取組の検討は、流域内を３つのブロック

（本川流域、準用河川東谷川流域、準用河川辻川流域）
に分けて、ブロックごとにワーキンググループ形式で進め
ていくこととした。

令和６年と令和７年は、山林、耕地、宅地の比率がほ
ぼ均等な東谷川流域にてワーキングを行い、治水安全
上で課題となっている箇所や、治水対策に活用可能な場
所を視察し、対策の実現に向けて検討を進めている。
①柿原地区田んぼダム→試験施工実施
②フルーツライン排水路→設計・協議
③観音川→細呂木地区護岸嵩上設計
④山林→流域内山林で間伐を実施
⑤防災出前講座→指中区で実施
⑥福井国際CCため池→排水口の縮小

総会の開催（令和７年３月２７日）
ワーキンググループ会議の開催
（令和７年８月２５日）

先行事例地視察の開催
（令和７年１１月１０日）
委員、市議など２０名が参加
【視察先】
①永平寺町ため池事前放流
②下六条町田んぼダム
③松本公民館宅内貯留タンク

①

② ③

令和５年７月の豪雨災害を契機とし、観音川流域内の

住民及び企業、団体と関係官公庁が相互に協力して「流
域治水」を計画的に推進することを目的に令和６年７月
31日に「観音川流域治水協議会」を設立。

二級嶺北

二級河川観音川

あわら市

北潟湖

流域図

16



現況・対策

進捗状況及び計画

幹線排水路整備イメージ 田んぼダム整備イメージ

【幹線排水路】
○県営農村災害対策整備事業 味真野北部地区

平成２８年～２９年度 河川協議
令和６年度 事業採択に向けた調整
令和７年度 事業採択、詳細設計
令和８年度～ 工事着手予定

【田んぼダム】
○田んぼダム利活用促進事業 味真野地区

令和６年度 土地改良区正副理事説明
令和７年度 10ha（全体計画 約180ha）

・現況
越前市の味真野地区北部において、平成２４年ごろか

ら浸水被害が頻発しており、北町及び味真野土地改良
区より早急改修の要望が出されている。

・今後の対策
浸水被害リスク軽減のため、幹線排水路の整備と合

せて地域で田んぼダムを取り組むことにより、流域全体
で治水対策に取り組む。

R7田んぼダム計画エリア
約１０ha

【 農地等の浸水の防止 】
対策内容 ： 田んぼダムの整備
対策場所 ： 越前市味真野地区（浅水川流域）

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

内容

越前市 担当部署：農林整備課 連絡先：０７７８－２２－３００８ 17



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 農地等の浸水の防止 】
対策内容 ： ゴルフ場調整池の事前放流＋貯留

対策場所 ： 坂井市 丸岡町 野中山王区

取り組み概要

対策後

坂井市 担当部署：建設課 連絡先：０７７６－５０－３０５１

位置図

越水状況（右の赤線部）

調整池

水門開放後

野中山王区

ゴルフ場

新江排水路

配水口

農業用水確保時の水位から約５０cm下げることが可能となった。

区内のゴルフ場には調整池があるが、建設当時に地元との
協議のなかで、水が不足する時に地域のほ場へ配水する約
束事があったことから、常に調整池にその分の水量が溜まっ
ている状態となっていた。

地元と協議を行い、区内の新規就農予定者には、ほ場へ
の配水が不要な作物(白ネギ)を作付してもらうことで、今後、
調整池に水を溜めないことについての了承を得た。

今後は、水門を常時開放し、豪雨が想定されるときは建設
課からの連絡でゴルフ場の従業員が水門を閉塞するという運
用を行う。

水門を常時開放することにより、農業用水確保時の水位
から約５０cm下げることが可能となり、調整池の面積は約１，
０００㎡であることから、約５００㎥の貯留機能をさらに確保
することができた（調整池必要量合わせて約1,000㎥貯留可
能）。

異常気象や警報
等の情報入手

調整池の状況確認および水門の操作を
依頼
・水門全閉→事前放流し降雨前に全閉
・水門全開→降雨前に全閉（一時貯留）

ゴ ル フ 場坂井市建設課

☎

・実 施
令和６年度実績 ３回
令和７年度実績 １回(R7.8.6)

のなかさんのう
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島川ため池

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 農地等の浸水の防止 】
対策内容 ：①ため池の事前放流、②田んぼダム
対策場所 ：荒川流域

①島川ため池、②松岡上吉野地係 外

現地写真

取組概要

永平寺町 担当部署：農林課 連絡先：０７７６－６１－３９４７

位置図

危険水位にしばしば達する 荒
川

田んぼダム

②田んぼダム
■目的

・田んぼダムを整備することで、大雨時の排水路や河川の急激な
水位上昇を抑え、洪水被害を軽減する。
また、周辺農地や集落の浸水被害の軽減にもつながる。

■整備内容
・排水口および畦畔の整備

■地区との協議
・松岡吉野土地改良区および農事組合法人吉野ホタルの里ファーム

と協議済み

■今後について
①令和８年度：松岡上吉野地係
②令和９年度： 〃
③令和１０年度：松岡小畑地係 外

①ため池の事前放流
■目的

・大雨が予想される際に、ため池の事前放流を行い、
降雨時のため池からの流出を抑制し、河川の氾濫を防止する

■放流実績
・最大貯水量30,000 ㎥のうち、約20,000㎥を事前放流

■地区との協議
・流域治水の観点のみならずため池の
決壊リスクを低減させることで理解醸成

■今後について
①事前放流の目的や効果を示した上で、

その必要性について情報共有する
②地元土地改良区および関係機関と協議の上、

管理手順等の基準を作成する

満水時
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内容

取り組み概要

田んぼが持つ雨水貯留機能を利用して、大
雨時に排水路に流れる水の量を抑制すること
により、周辺の農地および集落や下流域の浸
水被害リスクの低減を図る。

令和７年度まで 池田中部地区（39.3ha）
池田清水谷地区（12.2ha）

令和８年度以降 池田中部地区（5.1ha）
池田水海地区（42.0ha）

【 農地等の浸水の防止 】
対策内容 ： 田んぼダムの整備
対策場所 ： 足羽川流域

池田中部地区（県営）
池田水海地区（県営）
池田清水谷地区（町営）

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

池田町 担当部署：町土整備課 連絡先：０７７８－４４－８００５ 20



【自主防災組織などへの支援】
対策内容 ：住民主体による流域での取組
対策場所 ： 一級河川鹿蒜川流域

二級河川河野川流域

内容

取り組み概要

赤萩地区
住民が河野川清流保存会を発足
し、流木の除去や周辺のごみ拾い
といった清掃活動を行っている。

大桐地区
水の道再生プロジェクトと銘打つワークショップが開かれ
石積みや枝葉を敷き詰める山の整備を行うことで、雨水が
河川に流れるプロセスを複雑にする作業が行われている。

河野川

鹿蒜
川

福井豪雨に次ぐ災害となった令和４年８月大雨に
おいて、被害が集中した鹿蒜川流域の復旧・復興
を迅速かつ確実に進めるため、県と連携し被災施
設の復旧に加え、早期に効果が発揮される輪中堤
などの新たなハード整備および迅速な避難行動に
つながるソフト対策を一体的に進めている。

ソフト対策の一つとして、組織設置に関する補助
や防災講座を開催しており、令和４年８月大雨以降
新たに１５集落で自主防災組織が設置された。

③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 九頭竜川・二級嶺北

南越前町 担当部署：建設整備課 連絡先：０７７８－４７－８００３ 21



田んぼダム
約100ha

一級河川和田川

防災ダム

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 九頭竜川

【 農地等の浸水の防止 】
対策内容 ： 田んぼダムの整備、防災ダム
対策場所 ： 和田川流域

内容

○現況
一級河川和田川の急激な水位上昇を防ぐ（遅らせる）ことを
目的に、上流域に位置する防災ダムで洪水調整を実施

○今後の対策
防災ダムの貯水量や下流の水位が監視できる水管理シス
テムがR6年度末に構築されたことにより、放流ゲートの操
作による洪水調整や下流の水位調整など、今までよりもき
め細かい流量調整を実施する。加えて、将来的には周辺た
め池の低水管理や田んぼダム事業などによる、治水対策を
検討

○課題と解決案（田んぼダム）
所有者や耕作者における理解促進が課題であり、事業の
趣旨・内容・効果を丁寧に説明し、治水対策の重要性を理
解していただく

○進捗状況及び計画
（田んぼダム）

令和6年度 所有者や耕作者への理解促進と要望聴取
令和7年度 実施箇所の決定
令和8年度以降 事業の実施 R8予定 13.6ha

（防災ダム）
令和6年度 水管理システムの構築

取り組み概要

越前町 担当部署：農林水産課 連絡先：０７７８－３４－８７０４

水管理システム監視局

水管理システム副監視局

陶の谷局（水位計）
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②被害対象を減少させるための対策 二級嶺南東部

【 防災まちづくり 】
対策内容 ：減災対策事業計画の策定
対策場所 ： 美浜町内

美浜町 担当部署：土木建築課 連絡先：０７７０－３２－６７０７

内容

概要

・場所
耳地区（耳川水系）、山東地区（半島）、
西郷地区（早瀬川水系）

・経緯
近年の気候変動により、時間雨量50㎜を超える

雨が頻発するなど雨の降り方が局地化、激甚化し
ている。本町では町の中央に耳川、西に久々子湖、
東には砂防河川が多々あることから、水害から住
民等の生命、財産を保護し、郷土を保全するため
に、計画的に減災対策等に取り組むことが重要で
ある。
・取り組み

住宅地、商業地等の地域別に水害リスクを評価
し、浸水被害の軽減に向けての計画を策定した。
・事業年度

令和６年度 耳地区（耳川水系）
令和７年度 西郷地区（早瀬川水系）、

山東地区
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

【 内水の排除 】
対策内容 ： 排水路改修、地盤嵩上げ
対策場所 ： 和田地区 高浜町

内容

位置図

高浜町 担当部署：建設整備課 連絡先：０７７０－７２－７７０２

取り組み概要

高浜町和田地区は、近年の気候変動の影響により多
発する豪雨や海面上昇により、恒常的に低地部の浸水
が発生しており、官地及び民地においても被害が生じて
いる。

既存施設の流下能力を７年確率の計画降雨に対応す
る下水道として整備し、雨水排水の円滑な処理により低
地部の浸水被害を軽減させる。

保健福祉センター付近２号排水路付近

二級嶺南西部

和田地区

H23.5.29 出水 R6.7.31 出水
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

【 内水の排除 】
対策内容 ： 道路嵩上げ、

排水施設改良（普通河川・水路）
対策場所 ： おおい町 本郷 地係（無作川流域）

取り組み概要

おおい町 担当部署：建設課 連絡先：０７７０－７７－４０５７

位置図

佐分利川水系無作川

道路冠水箇所

道路嵩上げ箇所

水路（無作川）

若狭西街道

水田貯留
面積：4.9ha

貯留量：10,000m3

佐分利川

①

②

若狭西街道 冠水状況（H25.9.16）

①

町道本郷野尻線 冠水状況（H25.9.16）

②
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1：
0.
5

470

As

Co
Co

Co

Co

Co

界

境

界

境

2750 2750 750750

1.5% 1.5%

1:
0.2

1：
1.5

1600

1:0.5

1:
0.
5

無作川

若狭西街道

無作川

町道
本郷野尻線

No.1

No.2

No.1

No.2

内容

二級嶺南西部

二級河川佐分利川水系無作川

おおい町

背 景
当該路線は、これまで大雨の際にたびたび一部道路

が冠水し、一時全面通行止め措置を行うなど交通網に
支障を来している。
目 的

当該路線は国道27号線が通行不能となった際の迂回
路にもなることから、道路冠水対策を実施し、災害時の
道路ネットワークの確保、異常気象時の通行規制区間
等の解消及び道路利用者の
安全性や利便性の向上を図る。
内 容
〇道路冠水を防ぐための道路嵩上げ
〇河川の排水能力を向上させるための排水施設改良
〇周辺の水田を利用した水田貯留

（計画降雨確率年：10年）
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①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 二級嶺南東部

【 森林の浸透・保水機能の発揮 】
対策内容 ： 森林整備
対策場所 ： 若狭町藤井地先、佐古地先（はす川流域）

内容

若狭町 担当部署：農林水産課 連絡先：０７７０－４５－９１０２

概要

手入れ不足の森林が増加し、また全国的に土砂災害
や風倒木被害などが多く発生していることから、森林の
保水力等の機能低下が懸念される。このような中、気候
変動に伴い降水量が増加し、土砂流出や流木による災
害が一層激甚化するおそれがある。

そこで、利用間伐（有効利用を目的とした間伐）や枝打
ち等の森林整備を実施し、天然の下層植生の活性を促
すことで、森林機能の強化を図る。

また、河川上流部を中心に倒木や倒木のおそれのあ
るものについて伐採や撤去を行い、流木による災害を
未然に防ぐ。

間伐されておらず林内が暗い森林 間伐されたことにより光が入った森林

イメージ（間伐等）

イメージ（河川上流部の倒木等除去）

倒木や倒木のおそれがある木 伐採や撤去が行われた後

森林機能の強化
• 森林には、土壌に雨水を浸透させ蓄えて、川へゆっくり流すこと

で、洪水時における川の急激な増水を緩和するはたらきがある。
• 間伐や枝打ちにより、日光が地面まで届きやすくなり、下層植

生（地面に生える草や低木、落ち葉等）が地面を覆う。
• 下層植生が地面を覆うことで、地表の水の流れが遅くなり、土

の流失が抑えられ、土壌への浸透が促進される。

流木災害の防止
• 流木は、橋梁や護岸に損傷を与えたり、河川内の流れを阻害

することで氾濫を助長する危険性が高く、下流の集落等に深刻
な被害を引き起こすおそれがある。

• 倒木等を事前に除去することで、洪水時における流木の発生
を防ぐ。

位置図

佐古間伐等

倒木等除去

藤井

は
す
川

三方湖

水月湖

菅湖

久々子湖浦見川

26



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

【洪水氾濫の防止】
対策内容 ：利水ダムの事前放流
対策場所 ： 二級河川大味川 武周湖ダム（発電）

利水容量

北陸電力株式会社

取り組み概要

大味川水系大味川は福井市殿下地区を流れ、大
味町にて日本海に流れ込む二級河川である。

大雨時には浸水被害の恐れがあるため、大味川
の上流に位置する武周湖ダムの既設放流設備の
改修等により事前放流の強化を図り、大味川の浸
水被害を軽減させる。

改修計画概要図

改修前後における治水効果について

位置図

内容

既設
洪水吐

取水ゲート
（発電用)

①

②

既設
洪水吐

調整池

②

①

二級嶺北
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